














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(千葉） 陸奥下野 武蔵 常
陸
上
野
相 出
羽
合
計
そ
の
他
安
蘇
郡
都
賀
郡
他
郡
（埼玉）
Ｉ
Ｉ
（東京）
（岩手）
足
利
郡
下
総
上
総
安
－
房
（福島）模
1，３２２－１，５００
１，５０１－１，６００
５１－１，６００
１，６０１－１０
１１－２０
２１－３０
３１－４０
４１－５０
５１－６０
６１￣７０
７１－８０
８１－９０
９１－１，７００
１，７０１－１０
１１－２０
２１－３０
３１－４０
４１－５０
５１－６０
６１－７０
７１－８０
８１－９０
９１－１，８００
１，８００－１０
１１－２０
２１－３０
３１－４０
４１－５０
５１－６０
６１－７０
年代不詳
１
１
１
１
１
１
１
１
３
４
６
４
３
１
５
２
６
８
９
５
８
９
０
８
５
７
６
５
８
７
５
４
４
８
７
１
７
６
３
９
１
２
１
３
４
３
３
２
３
３
５
３
２
２
２
１
１
１
１
１
３
２
４
２
３
1
１ １
１
１
１
１１ １
３
１
２
５
４
６
７
３
１
５
４
０
６
３
２
７
３
０
１
４
５
９
７
８
１
１
１
１
１
２
２
１
１
１
１
１
１
２
３
２
３
１
２
１
２
１
１
２
１
１
１
４
４
３
２
４
７
９
３
５
３
２
３
３
１
３
１
１
１
２
３
１
１
４
１
１
１
１
５
２
４
１
１
１
４
１
２
４
２
６
１
２
１
１
１
２
６
４
４
６
７
６
６
８
７
７
７
１
７
４
４
３
３
１
４
３
４
３
１
４
１
２
２
４
６
１
８
５
３
４
３
１
１
１
５
１
１
１
１
２
１
１
１ ２
１
１
１
１
３
１
１
１
５
２
１
１
１
３
１
１
１
１
２
１
３
１
３
１
１
１ １
六 １
１
１
４
２ ３１ １
1640合 計’７８１１１１１７０１４７１２３７ 1２１２４１５１８１１０１１１１１１４１１７１１１４
Hosei University Repository
と思う。
いずれにしても、寛文・延宝期における領主的商品流通の整備、
或は政権の安定によって、兵器よりも日常的な鍋釜、社寺の梵鐘
や鰐口・擬宝珠等々の需要が多くなり、鋳物業が隆盛を極めたの
で
あ
る
。
そ
の
作
品
の
展
開
の
仕
方
は
、
は
じ
め
近
隣
の
安
蘇
郡
内
に
普
及
し、一○年程経過して周辺の都賀・足利郡、および上野国の所謂
東毛地域に、やがて元禄期を境いに関東全域、奥羽南部にまで広
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
しかし一八世紀末になると、その作品数は極度に減少し、特に
化
政
期以降は上野・下野両国以外には数点存在するだけで、殆ん
ど市場的価値が失なわれたようである。近世中期以降、武州一国
を消費地として掌握した武州川口鋳物が一九世紀になって急激に
（８）
その作品数を増加したのと対称的である。また真継家支配外の江
戸
神
田
鍛
冶
町
の
鋳
物
師
も
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
は
仲
間
を
結
成
するほど増大し、天保一二年（一八四一）には全四六名を数える
に至ってト魂。
す
なわち換言すれば、武蔵国における鋳物生産が発展したのに
反比例して、天明鋳物がその市場を失い、やがて工芸品的な鋳造
は衰退の方向にむかうこととなった。その結果が表５に示したよ
うに、約半数の鋳物師が休職し、生産者でも殆んどが鍋・釜等々
の日常品を扱うようになったのである。
註（
１
）
中
川
弘
泰
「
近
世
の
鋳
掛
職
に
つ
い
て
」
ｓ
日
本
歴
史
』
二
九
四
号）
法
政
史
学
第
二
十
六
号
以上、特に近世における野州天川の鋳物師の存在形態、鋳物師
産業の盛衰について、限られた史料によって考察を行なってふた。
（９） ′~、８
ミーノ
（７）
（６） 〆、′へ′へ′■、５４３２
、_ノミーノ、_ノ、=ノ
五
、
む
す
び
に
か
え
て
須
藤
清
市
「
天
明
鋳
物
略
史
」
ｓ
下
野
史
学
』
一
九
号
）
日
光
東
照
宮
所
蔵
豊
田
武
『
増
訂
中
世
日
本
商
業
史
の
研
究
』
七
四
’
五
頁
『
徳
川
実
紀
』
第
一
篇
に
よ
れ
ば
「
京
大
仏
殿
を
豊
臣
右
府
よ
り
構
造
あ
り
。
け
ふ
そ
の
鐘
を
新
鋳
す
と
て
。
昭
輔
百
人
。
都
鄙
工
匠
の
棟
梁
十
四
人
。
小
工
二
百
人
。
鋳
物
師
三
千
人
集
」
（
『
新
訂
増
補国史大系』第一一一八巻六六○頁）とあり、その人数はと
も
か
く
と
し
て
、
京
都
の
ほ
か
全
国
の
鋳
物
師
が
集
結
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
正
田
家
所
蔵
「
京
大
仏
鐘
鋳
造
立
之
次
第
」
に
よ
る
と
、
京
都
と
天
明
の
鋳
物
師
が
主
体
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
丸
山
瓦
全
氏
の
調
査
結
果
は
、
残
念
な
が
ら
未
公
刊
で
あ
る
。
本
稿
で
は
須
藤
清
市
氏
の
御
好
意
に
よ
り
、
氏
の
筆
写
原
稿
を
引
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
な
お
こ
の
ほ
か
、
天
明
鋳
物
師
に
よ
る
作
品
を
一
覧
し
た
も
の
に
佐
野
市
史
編
纂
委
員
会
『
佐
野
の
金
石
』
・
鈴
木
友
也
「
茶
湯
釜
」
Ｓ
日
本
の
美
術
』
八
九
号
）
等
が
あ
る
。
坪
井
良
平
『
梵
鐘
』
に
よ
る
全
国
の
梵
鐘
の
残
存
状
況
を
承
る
と
、
や
は
り
一
八
世
紀
に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
が
最
も
多
く
、
天
明
の
鋳
物
作
品
の
場
合
と
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
中
津
川
章
二
「
川
口
の
鋳
物
」
（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
日
本
産
業
史
大
系
』
関
東
地
方
滴
）
『徳川理財会要』巻一一一六（『日本経済叢書』第三六、五九
○頁）
一ハーー
Hosei University Repository
「西の芦屋と東の天明」と言う言葉に代表されるように、天明鋳
物師は中世以来、数多の工芸品上の秀作を鋳造してきたが、特に
一八’九世紀の約一○○年間が最盛期であったと言えよう。しか
し、一九世紀以降、武州川口の鋳物業が盛んになると、その勢力
によって市場が減少し、やがて工芸品的なものから日常品へと、
その主たる鋳造作品が変遷したのである。
一方、この時期になると、近世前期には朝廷の権威を背景に、
絶対的な権力を有した真継家の支配力も衰退し、鋳物師の下にあ
った鋳掛職が独立して野鍛冶に変わり、その営業をめぐって諸々
の問題が発生したのである。右の史料が、この問題を端的に示し
ているであろう。
鋳物師末職小工之者共儀、近来甚狼り一一相成
御威光偽唱職式不相守輩数多有之二付、武蔵・相模・上野・
下野右国交小工共如前取調度段其許中相願、依之願之旨五ヶ
年間承届候、尤右国々居住最寄之鋳物師共江及届引、仕来通
安静正路二取計可有之候也、
文
久
元
年
酉
七
月
真
継
家役
所
回
野州安蘇郡佐野天明
正田次郎右衛門殿
大
川
善
兵
衛
殿
いずれにしても特権的な営業権は、新興の鋳物師・鋳掛職によ
近
世
に
お
け
る
野
川
天
明
鋳
物
の
動
向
（
渡
辺
）
って侵害され、その生産量は日増しに低下していったのである。
これは幕府の統制力の衰微もさることながら、真継家の発公す
る文書が真継家支配外の鋳物師に対して、効力を失ってきたから
であろう。そして真継家の背後には、常に天皇家が存在すること
も忘れてはならない問題である。
しかしながら、天明ではその鋳造技術は衰えることなく、幕末
の海防問題が表面化した際には、川口よりも天明の大砲の方が品
（１）
質がよいと一一一戸われていた。そして現在でもその技術は、数軒の家
によって連綿と伝えられているのである。
ｌ
追
記
ｌ
本稿は、佐野市史編纂の過程で生まれたものであり、心よく
史料の閲覧の便をはかって頂いた正田・小島両家、および金山
神社・日光東照宮に対し、深謝の意を表したい。また、本稿作
成にあたっては同市史編纂室長小久保友次郎・石田正巳氏、お
よび近世細専門委員の村上直・浅沼徳久・須藤清市先生を始め
とする関係者の方々には多大な御協力を頂き、さらには世田谷
区史編纂の竹内秀雄先生や学兄池上博之氏にも御教示を得た。
ここに記して御礼を申し上げるとともに、私の勉強不足から御
期待に充分答えることができなかったことを御詑ぴする次第で
ある。
註（１）『大日本維新史料』類纂之部「井伊家史料」｜、三一九
頁を参照。
一ハ
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